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はじめに 目　次

　平成27年に「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」が制定さ
れ、各地方公共団体においても、女性職員の採用・登用の拡大や、働き方改革に
よるワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組が進められています。

　総じて見れば、地方公共団体における女性職員の採用割合は３割を超え、各役
職段階に占める女性割合も着実に増加するなど、女性職員の採用・登用は進み
つつあります。
　一方で、女性職員は、仕事と家庭の両立について様々な不安を抱え、悩んだり
迷ったりしながら日々の業務や生活を送っているという話も伺います。
　また、総務省が実施した「女性地方公務員の活躍推進に係る取組状況等調査」

（平成28年）の結果においても、女性職員の活躍に関する課題として、「ロール
モデルの不足」や「リーダー候補の女性職員の少なさ」を挙げる団体が一定規模
見受けられます1。

　そこで、総務省では、地方公共団体で活躍する女性職員にインタビューを行
い、仕事への取り組み方や、困難に直面した際の乗り越え方などを語っていただ
き、「女性地方公務員のワークスタイル事例集」として取りまとめました2。

　本事例集が、全国で働く女性地方公務員の皆様にとって、自らのキャリア形成
の一助として活用いただけるものとなれば幸いです。

　最後に、本事例集の作成に御協力いただいた関係者の皆様に厚く御礼申し上
げます。

平成31年３月 
総務省自治行政局公務員部

1 「地方公務員における女性活躍・働き方改革推進のためのガイドブック」
   （平成30年３月　総務省）
2 掲載した記事は、平成29年６月から11月までに行ったインタビューを基に作成したものです。
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若手職員の頃

昭和 63年に採用になり、初めは保健福祉
関係の現場で、市民の方々に直接対応する仕
事に携わりました。当時は、見様見真似で、
先輩からＯＪＴで教わりながら仕事を覚えて
いきました。若さ故の怖いもの知らずのお陰
で、様々なことを吸収したり、周りから教え
てもらえることも沢山ありました。
仕事はずっと続けたいなと思っていました

が、係長や課長は非常に遠い存在で、目の前
の仕事をやっていくので精いっぱいでした。

周囲のサポートで乗り越えられた
子育て期

子どもが生まれた後は、早く帰らなければ
ならず、時間内に業務を終わらせることに気
をつけました。また、どうしても周りの人に
カバーしていただくことが増えるので、自分
がいないときに書類を見て確認していただけ
るようにはしていました。
子どもの病気でお休みをいただく際も、「気

にしなくていいよ。早くしっかり治して、心
配ない状態でちゃんと仕事をしてほしい。」
と声をかけていただいたことは本当に感謝し
ています。そういう声がけがありがたかった
ですね。
主任になったのは平成 10年です。職位が

上がると責任も出てきますし、業務も残業も
増え、両立ができるのかなという心配はあり
ました。
当時、広報の仕事で広報誌づくりを主に

やっていました。スケジュールが決まってお
り、特定日が忙しいということが何回か繰り
返されますが、繁忙期がはっきりしていたの
で、どうしても残業しなければいけないとい
う日は宣言して、夫に早く帰って来てもらっ

可能性を信じて、臆せず仙台市教育局
市民図書館長
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＜プロフィール＞
昭和 63年	 仙台市入庁 衛生局
	 デイケアセンター主事
平成  4 年	 長男出産（育児休業約10ヶ月）
平成  8 年	 宮城野区保健福祉課主事
平成  8 年	 長女出産（育児休業約10ヶ月）
平成 10年	 総務局広報課主任
平成 13年	 総務局広報課主査
平成 14年	 次女出産（育児休業約10ヶ月）
平成 15年	 建設局緑化推進課主査
平成 16年	 総務局広報課広報係長
平成 18年	 企画市民局男女共同
	 参画課企画推進係長
平成 20年	 健康福祉局高齢企画課
	 在宅支援係長
平成 22年	 健康福祉局高齢企画課主幹
平成 23年	 市民局男女共同参画課主幹
	 （せんだい男女共同参画財団派遣）
平成 25年	 ポスト課長 総務局広報課課長
平成 28年	 まちづくり政策局震災
	 復興室室長
平成 30年　教育局市民図書館長

たり、実家に助けてもらったりと、夫婦や家
族の間で協力してやっていました。
平成 13年に主査になりました。係長の昇
任試験が導入された年で、初めての制度に戸
惑いもありましたが、いろいろな方面から説
得されて受験し、何とか合格しました。試験
勉強の際は子どもの寝かしつけや、休日に子
どもを遊びに連れて行くことなど夫が協力し
てくれました。
大変だったのは、係長になりたての頃に約
３ヶ月入院してしまったときです。退院して
からも自宅療養をしていたので、仕事は３ヶ
月以上お休みをいただき、本当に申し訳な
かったです。課長や係のみんなに迷惑をかけ
てしまったという自責の念に駆られました
が、治ることが先決と支えていただきました。
そういった周りの方々に恵まれて仕事を続け
てくることができたと思います。

仕事を動かせる課長職の魅力

係長になると、自分だけでなく部下にも出
産や子育て期の人がいたので、応援する立場
にもなり、みんなでやっていこうという気持
ちで仕事をしていました。
係長だとやはりプレーヤー的な意味合いも
非常に強いですが、課長への報告など調整機
能の役割も少しずつわかってきました。ま
た、予算や議会、組織管理など、別の切り口
の仕事も入ってきましたが、何かと課長が教
えてくださって、係長同士の情報交換や助言
もあり、日常の業務についてはあまり困らず
にやっていけました。
その後、課長に昇進しましたが、実際に仕
事を動かしているのは課長だということを感
じます。課長は第一線を仕切っている責任も
あるし、それだけ活躍でき、実力を発揮でき
るポストだと思います。

ただ、人事や議会対応等、課長が主として
担わなければならない業務には不安や戸惑い
もありました。
男性だと、飲み会がちょっとした情報交換
の機会になっている面もありますが、子ども
がいると、やはり参加しにくいものです。こ
ういう場での横のつながりも案外大事で、幸
い、女性の係長職、管理職のインフォーマル
なネットワークがあったので、そこを活用し
て勉強会に参加したり、先輩職員にアドバイ
スをいただくなどしていました。

女性職員へのメッセージ

仕事と子育ての両立で経験値が広がるとい
うのは間違いないです。地域とのつながり、
学校や行事、子どもの友達等、仕事だけでは
得られない様々な経験をすることができるの
で、自分の仕事に照らすと、発想の広がりに
影響しているのではないかと思います。
私自身は、今後も与えられた役割を果たし
ていきたいと思いますが、係長や課長にして
も、ある程度長く経験してきたことを組織に
還元するという意味で、決して特別な立場で
はないと考えています。若い人たちに仕事を
教えて一緒にやっていく、その繰り返しが組
織の継続性につながると思います。
皆さんは、いろいろな可能性をお持ちだと
思うので、臆せずチャレンジしていただきた
いです。
何か困ったときにはとにかく周りに相談し
てください。助けてくれる人がいますので、
声を上げていくことで、突破できるきっかけ
が必ずあると思います。

チャレンジしてみよう
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若手職員の頃

入庁して、最初は人事課に配属されました。
当初はできないことが多く大変でした。また、
新人の頃は市役所全体の組織や動きが分から
なく、柔軟に対応することが難しかったです。
その後、衛生局管理課で診療所に関する業

務に携わり、少しずつ外部の方や他課とのや
りとりをしていく中で、説明の仕方や、資料
のつくり方はこうするといいのねという、い
わゆる技術的なところを学んでいきました。
管理課の２年目からは、診療所の新築とい

う少し大きな仕事をやらせていただいて医師
会の方々との折衝等があり、大いに学ぶとこ
ろがありました。その辺りから、仕事が面白
いと思う余裕が出てきた気がします。
結婚し、２人の子供を出産・育休取得後に、

まちづくり推進課へ復帰しました。復帰して
からは、今まで休んだ分を取り戻さなきゃと
思っているところに、頻繁に子供の病気があっ
て休まざるを得ず、迷惑をかけてしまい申し
わけないという思いが日々ありました。
ただ、職場の雰囲気としては、一致団結し

てやろうという部署だったので、私が欠けて
も仕事の内容をあらかじめ皆さんにわかるよ
うにしておけば、手伝ってもらえることはた
くさんあり、そういう意味ではとても助かっ
たと思います。
上司の方々は、少々の戸惑いがありつつも、

実際はしっかりサポートの体制をつくってく
ださいました。

係長試験の受験

育児が大変で、係長試験を受けるという気に
はなかなかなりませんでしたが、大学同期の職
員が先に受かり、いきいきと仕事をしているの
を見て、「このままではいけないのではないだ
ろうか、そろそろ自分もチャレンジはしなきゃ
いけないのではないか」と思い始めました。

等身大の自分のまま仙台市まちづくり政策局
政策企画課長
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＜プロフィール＞
平成  5 年	 仙台市入庁
	 総務局人事課主事
平成  7 年	 衛生局管理課主事
平成 11年	 泉区まちづくり推進課主事
平成 12年	 長男出産（育児休業約
	 10 ヶ月）
平成 14年	 泉区まちづくり推進課主任
平成 15年	 次男出産
	 （育児休業約 10ヶ月）
平成 17年	 都市整備局開発調整課主任
平成 18年	 都市整備局開発調整課主査
平成 21年	 子供未来局
	 保育環境整備課主査
平成 24年	 議会事務局調査課調査係長
平成 25年	 議会事務局調査課主幹
平成 27年	 議会事務局調査課課長
平成 29年	 まちづくり政策局
	 政策企画課課長

そんなとき、「自分たちが入庁して皆さんに
ご迷惑をかけていたときに、自分が知らない
ところで上司がいろいろとフォローしてくれ
ていたはずであり、次は自分たちがチャレン
ジして引き受けていこうと思わないと、組織
は回らない」という言葉を同期から受け、背
中を押されて試験を受けることにしました。

時間の使い方を意識する

管理職になり、所属には育休明けの部下等
もおりますが、悩みや相談に対しては、「わ
かるよ」と共感し、寄り添って話を聞くよう
心がけています。「大変だよね、わかるよ、
完璧にいかないよね、もどかしいよね」とい
うことは受け止めて理解した上で話をした方
が、良い関係を築くことができると思います。
職場によっては子供の話をしない方もいる
かもしれませんが、普段からお互いのことを
知っておいたほうが、何かあったときにもサ
ポートできますし、仕事もスムーズにいくの
ではないかと思います。
また、管理職になってからは、時間の使い
方を意識して変えるようになりました。
子育てをする中で、先を見越して、スケ
ジュールを前倒しで仕事をするという習慣が
身につきましたし、家に帰ったら気持ちを切
りかえて、家のことを集中してやるようにし
ています。
そして、余計なことでは残業しないけれど
も、残業しなければいけない時期には家族に
協力してもらいました。例えば議会等がある
時には、何があっても大丈夫なように、お姑
さんにお願いをしておき、その代わりに早く
帰ることができる日は、はりきってご飯をつ
くるようにしています。
さらに、今の職場は特にディスカッション
する機会が多いですが、課長職になってから、

だらだらせずに、１時間と決めたら１時間で終
わるようにし、時間外には入れないようにして
います。こういった時間の使い方は、これから
も徹底していきたいなと思うところです。

子育ての経験が役に立つ

子育てを通して、何事も思いどおりにはな
らないというのを痛感しました。
そういった経験があるからこそ、部下に指
示を出し、うまく伝わらないときには、部下の
思いを尊重しつつ、理解してもらうということ
ができるようになりました。この忍耐強さは、
子育て前の自分にはなかったと思います。

女性職員へのメッセージ

私が 20 歳だったとき、45 歳の女性とい
うのはすごくしっかりしていて、きちんとわ
きまえて、そつがなく対応できる人かなと
思っていました。でも、今の私は、その頃と
おそらく中身は感覚的には変わっていないと
思います。
管理職となった今でも、対応に困ることや、
慌てるところもあるし、自信がないところや
不安なところも新人の頃と変わらないと思い
ます。
皆さんも、こうなったら上を目指そうとは
思わず、そのままの自分でいいので、チャレ
ンジしてみてはいかがでしょうか。

でも、キャリアを重ねていける
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市民生活の「当たり前」を 
支える仕事

今の職場であるごみ減量推進課では、ごみ
処理基本計画などの各種行政計画の策定をメ
インに担当しています。
新しい清掃工場のオープンに伴ってごみの

分別方法などこれまでの色々なことが変わっ
ていく、ちょうど節目のところにいるのです
が、清掃工場で燃やせる量におさまるために
は、ごみの量はこれぐらいでなければいけな
い、そのためにはこういう施策をして、ごみ
を減らしていかなきゃいけないなどの検討を
行っています。
今の仕事を担当するまで、ごみのことにあ

まり興味はなかったのですが、ごみが燃やせ
なくなったり溢れたりすることは市民生活に
とって大変なことですので、市民に見えない
ところで色々なことをしているわけです。ご
みが何事もなく回収されていくところを目に
すると、自分のやっている仕事が順調に進ん
でいるのかな、市民生活を裏でしっかり支え
ることが出来ているのかな、とやりがいを感
じますね。

仕事の整理整頓 
～誰が見ても分かりやすく～

これまで仕事をしてきた中で大変だった時
期は、他の方もそうかもしれませんが、育児
休業から復帰した時期です。
子どもを保育園に入れての復帰だったので

すが、集団生活の中で熱を出すことも多く、
保育園から電話がかかってくると仕事を休ん
で迎えに行き、お医者さんに連れて行かなけ
ればならないこともたくさんありましたの
で、やはり大変でしたね。実際、職場の戦力
としては、ある程度は落ちると思うんです。

日常のコミュニケー山形県山形市環境部ごみ減量推進課
課長補佐（計画担当）（兼）計画係長

鷹
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＜プロフィール＞
平成  7 年	 山形市入庁
	 農林部農政課
平成 10年	 総務部国際交流課
平成 14年	 健康福祉部介護保険課
平成 19年	 第一子出産
	 （育児休業約 1年半）
平成 23年	 農林部農政課
平成 25年	 農林部農政課
	 地域農業係長
平成 29年	 環境部ごみ減量推進課
	 計画係長
平成 30年	 環境部ごみ減量推進課
	 課長補佐
	 （計画担当）兼計画係長

どうしても急に帰ったりしなきゃいけないと
きもありますので。ただ、当時所属していた
介護保険の部署は人数が多く、急に休むこと
になっても調整して他の方に仕事をかわって
もらうことができたので、助かりました。ま
た、保健師さんも身近なところにいて色々と
理解もしてくれましたし、アドバイスをいた
だくこともできました。
ただその分、急に何か頼まなければいけな
くなった時にスムーズに引き継げるよう、自
分の仕事を分かりやすく整理するようになり
ました。時間的制約がある中で、仕事でも少
しずつ色々工夫するようにしています。

日常のコミュニケーションが 
不安の解決につながる

私の場合、主事、主任、主査、主幹を経て、
平成25年度に係長になりましたが、議会や予
算との関わりも出てきますので責任の度合いが
今までとは違うなというのは実際になってみて
感じています。ただ、身近な女性の先輩が係長
として仕事をしている姿も見てきましたし、普
段からよく喋っていましたので、自分が係長に
なったらこんな感じなのかな、と自然と意識す
ることもでき、係長になることに対する不安は
さほどありませんでした。
係長は担当業務の中では一番責任があり、
最終的には自分で何とかしなきゃいけないと
いう責任があると思うのですが、自分の中で
大きい問題になる前に、普段から「これはど
うしたらいいかな」という話を周りの人と普
通にしてきたので、すごく不安になることは
さほどなかったように思います。
育児でもそうですが、普段の何気ない会話
の中にヒントが出てきたりするので、普段か
ら色々な方と話をすると、色々と参考になり
ますよね。

女性職員へのメッセージ

今は、育児休業制度や子育てアドバイザー
など妊娠や出産、子育てを応援する制度が
色々と整ってきています。
自分のことを振り返ると、もちろんそうい
うものがあれば利用したかもしれないですけ
ど、普段から職場の同期や先輩と何気なく話
している中で、色々なアドバイスや情報をも
らったり、大変な時は「大丈夫だよ」と言っ
ていただきました。
身近な人から「大丈夫だよ」と言っていた
だくと、根拠がなくても大丈夫な気がしてく
るということがあります。どこかの人に「大
丈夫だよ」と言われるよりも、周りで自分よ
り大変な感じで働いているように見える人か
ら、「大丈夫。それはこうして乗り切ったから」
みたいな話を普段の会話の中で聞けるのが、
すごくありがたいし、安心感もあります。さ
らに、具体的に聞きたいところがあれば「こ
こはどうやっているんですか？」と聞くと、
また教えてくれます。
制度を使っていくのももちろん大事なんで
すが、普段から見本になる方はたくさんいる
と思うので、ぜひ多くの先輩と、同僚と、普
段からコミュニケーションをとるというのが
いいんじゃないかなと思います。

ションは仕事と子育ての大きな支え
03
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私の好奇心をくすぐった 
公務員の仕事

私が岐阜県庁に入庁したのは平成５年でし
た。私は学生時代、学校の先生になろうかなっ
て思っていたんです。幼い頃から学校の先生
を見ていて、あんな人になれたらいいなぁと
思っていましたし、女性でも長く働いている
先生もいらして、私にとってはとても魅力的
な職業でした。
でも、塾の先生を経験する中で、教えるこ

との難しさを痛感しました。元々公の仕事には
興味があって、大学生の夏休みも図書館でアル
バイトもしていましたので、能力さえあれば男
女の差なく仕事していける公務員という職業を
考え始め、挑戦してみようと思ったんです。
地元の市役所も受験したのですが、岐阜県

は非常に広い県ということもあり、ちょっと
した冒険心というんでしょうか、県の方が幅
広く、物理的にも広域に仕事ができそうとい
う魅力を感じたのを覚えています。

できないかもしれないけど、 
やってみよう

私のキャリアを振り返ってみると、女性が
経験することが少ない部署に配属されること
が多かったように思います。
総合政策課にいた頃は、庶務担当を除けば

女性は私ともう一人くらいだったと思います
が、周りは本当に仕事ができる人ばかりだっ
たので、最初の１週間ぐらいは「何でこんな
ところに来ちゃったんだろう」と、涙が出そ
うな気持ちで座っていたのを思い出します。
今考えてみて、30歳になる少し前に、２

年間神奈川県庁へ出向したことが自分にとっ
ての転機になったように思います。
そのお話をいただいた時も、ここで出向し

たら婚期を逃してしまうのではないかと結構

“ちょっとした勇気と岐阜県教育委員会事務局
教育管理課管理指導監

西
に し

　千
ち

代
よ

美
み

＜プロフィール＞
平成  5 年	 岐阜県入庁
	 総務部総務県民課
平成  8 年	  (財)ソフトピアジャパン派遣
平成 10年	 企画部地域振興課
平成 12年	 神奈川県派遣
平成 14年	 農林商工部情報産業室
平成 17年	 知事公室総合政策課
平成 20年	 人事委員会事務局
	 第一子出産（育児休業約２年）
平成 23年	 商工労働部中小企業課
平成 24年	 商工労働部商工政策課
平成 25年	 総務部人事課係長
平成 27年	 林政部恵みの森づくり
	 推進課係長
平成 29年	 総務部行政管理課
	 管理調整監
平成 30年	 教育委員会事務局
	 教育管理課管理指導監
	 ※経歴一部省略

悩みました。でも、神奈川県のような都会で
２年間、よその組織で仕事を経験できるチャ
ンスを逃してしまうのはもったいないなぁ、
と思ってしまったんです。
女性って、自分に完璧を求めてしまうとい
うか、やるからにはこれもあれも上手にやり
たいっていう部分があると思うんです。だか
ら、ちょっと難しいな、できそうにないなっ
ていう話になると、チャレンジを躊躇してし
まうといいますか、今までの経験値の範囲で
十分にできるといったところで仕事をしてい
くことになりがちなのかなと思うんです。
私は欲張りな部分があるので、どうしよう
かなって思っても、おもしろそう、神奈川県
に行ってみたいという気持ちが勝ってしまっ
たのですが、実際に尊敬できる女性の先輩方
との出会いもあって、得難い経験になりまし
た。そういう気持ち、ちょっとやってみたい、
やっぱりやってみたい、難しいけどやってみ
たいなっていう気持ちは大事にした方がいい
んじゃないかなって、思いますね。

夫婦で協働

私が係長に昇任したのは入庁から 20年を
経過した時でしたが、その間に結婚、出産、
育児休業を経験しました。育児休業から復帰
して２年で係長になったのですが、内示を受
けた時はびっくりしてしまい、自分に出来る
のかなと不安な気持ちにもなりました。
残業しなければいけない時期もあり、夫に
子どもの御飯を作ってもらい、お風呂に入れ
たりしてもらいながら、なんとか乗り切って
いる状態です。
昔に比べれば、今は男の人も家事や育児に
積極的に関わる時代になっているように思い
ます。ただ、男性と女性って、例えば、掃除
や皿洗いにしても、その完成度についての水
準が違ったりしますよね。でも、そのことを

ストレートに言ってしまうと、男性もカチン
となってしまう。せっかくやったのにって。
なので、子育てについても同じですが、夫
がしてくれていることを認めるという言葉を
かけてから、ここはこうやってもらえるとあ
りがたいなぁというような言い方を意識する
ようにはしています。今でも協働を巡っては
意見がぶつかりあうことも多いですが、あり
がとうとか、相手のやってくれていることを
認める、承認するということは、家族の中で
も必要なことだと思っています。

女性職員へのメッセージ

子育てが一段落した女性職員と話している
と、自分は今まで子育てに重きを置いてきた
けど、職員として今、これでいいのかなって、
少し後悔じゃないですけど、そんな気持ちを
持った方とお会いすることがあります。
若いうちは、後悔といってもなかなか想像
できないと思うのですが、後悔がなるべく少
なくなるように、若いうちから仕事にチャレ
ンジしてみることもやっておいたほうがいい
のかなって思います。
ちょっと難しそうかな、できなさそうか
なって思っても、今までの自分よりも少し
チャレンジしてみるっていう気持ちでやって
みようと思うと、例えば、仕事にしても、育
児にしても、何か工夫ができるところが生ま
れてくるかもしれない。そういう経験をして、
ちょっと苦労した、大変な思いもした、でも
そこを乗り越えられたというのが一つ、成功
事例となって、自分の中にそれが蓄積してい
くと、不安なことがあっても、ちょっとだけ
自分を信じられるようになる。あれも頑張れ
るかもしれない、もっと頑張れるかもしれな
いっていう自信が持てるようになるんじゃな
いかなって思います。

チャレンジ ”が、自信につながる
04
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大好きな人たちがいる 
各務原で働き続けたい

（清水）私は大学卒業後、民間企業に就職し
たのですが、働き続けたい思いがあり、転職
を決意して各務原市役所に入りました。
転職先を考えた時、就職した企業での最初

の配属先が各務原だったこともあり、結婚や
家を建てることや将来のことを考えると、地
元がいいなと思いました。
（廣瀬）私も、清水さんと同じで、仕事は続
けたいと思っていました。ずっと各務原に住
んでいたので、学生の頃は他のところで暮
らしてみたいと思ったこともありましたが、
やっぱり家族や友達など、大好きな人たちが
そばにいる愛着のあるまちの市役所で仕事が
できるというのはすごく幸せなことなのか
なって、今は思いますね。

係長になって思うこと

（廣瀬）私は、平成29年度に係長に昇任しま
した。２人の子どもはもう手のかからない年
になりましたので、仕事に専念しやすい状況
ではあるのですが、係長昇任のお話をいただ
いた時は、本当に驚いてしまって、自分でい
いのかと不安と緊張で眠れなくなりました。
会計課では、支出命令書の審査や支出、収

入業務を主に行っています。その中でも審査
業務についてですが、係長、課長は、７人の
係員が審査した全ての命令書に目を通さなけ
ればなりません。これが本当に大変で、審査
量の多くなる出納整理期間中はどうなること
かと思ったのですが、周囲の助けをもらいな
がら、なんとか乗り越えることができました。
それでも、やっていくうちにだんだん要領

も分かってきますし、今ではたくさんの資料
を机に置かれても、あまりプレッシャーに感
じることなく処理できるようになりました。

仕事でも育児でも、	岐阜県各務原市　会計課　会計係長
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＜プロフィール＞
平成  9 年	 各務原市入庁
	 企画財政部秘書広報課
平成 11年	 総務部税制課
平成 24年	 総務部契約管財課
平成 26年	 会計課
平成 29年	 会計課会計係長

あと、私の前任の係長が今の課長なのです
が、子育てをしながら仕事も手を抜かずにや
られてきた方で、色々と相談にのっていただ
けたのも助かりました。係長になったからと
いって自分一人で抱え込まず、周りの人に助
けてもらうのも必要なことではないかと思い
ます。

育児を通じて得られた人との 
つながり。 
この経験を活かしたい

（清水）私は子どもが３人いるので、育児休
業は５年間取得していました。５年間も仕事
から離れていて不安はなかったのか、気にな
る方もいると思うのですが、私にとっては非
常に貴重な期間でした。
というのも、育児休業を通じて多くのお母
さんたちとのつながりが出来たからです。仕
事を離れて一市民として生活していく中で、
色々な人に出会い、お付き合いをし、色々な
人に助けていただきました。
やはり、こういったつながりの中で育てら
れる感覚というのもあって、育児休業を通じ
てこれまでの見方が変わりましたし、人間と
しても成長できたかなと思っています。この
経験を、どういった形になるかは分かりませ
んが、仕事に活かしていきたいですね。
（廣瀬）清水さんは、旦那さんも育児休業を
取得されているんですよね。
（清水）２ヶ月間育児休業を取得しましたが、
そこでスイッチが入ってしまったのか、その
後も保育園の送迎は夫が行ってくれたりと、
自信をもって育児に関わっています。
私としては非常に嬉しかったのですが、夫
の会社では最初の男性の育児休業取得者だっ
たので、仕事に影響がないのか、本人以上に
私の方が心配になりました。まだ男性が育児
休業を取得するのが当たり前の社会とは言え

ないので、男性も普通に育児休業を取得でき
る、そんな社会になってほしいと思います。

女性職員へのメッセージ

（廣瀬）仕事と家事育児の両立はやはり大変
で、私も親に頼ったり、職場の上司や同僚か
らの助けをいただきながらの毎日でしたし、
完璧にはできませんでした。
なので、１人で抱え込まずに、周りに助け
てくれる人がいるなら、どんどん助けてもら
えばいいと思うんです。全て完璧を目指さな
くてもいい。疲れたら少し休んだりしながら、
頑張ってほしいなと思います。
あと、人それぞれ環境が違うので、子ども
が小さいうちは育児に専念するのか、それと
も仕事を優先するのか、色々な選択があると
思うのですが、自分がこうと決めたら、それ
を人と比べることはせず、頑張っていってほ
しい。そうすれば、絶対に後で報われると思
います。どんな選択をしたとしても、何かを
経験したということは、必ず後で力になりま
すよね。
（清水）廣瀬さんのお話にもありましたが、
人には色々な生き方があって、自分はこうし
たいと決めていても、何か思わぬところで違
う道に行ってしまうこともあります。
でも、それはそれで１つの経験だし、自分
が経験したことというのは、やっぱり何かの
力になると思います。
多分、思い通りにいかない経験をした先輩
たちもたくさんいると思いますし、皆さん悩
みながら進んできたんだと思います。
あれもこれもやりたい、でも１つしか出来
なかったという経験をすることも今後あると
思いますが、そう卑下することもないですし、
周りからどう言われても気にする必要はない
ので、自分の気持ちを大切にしながら、頑張っ
てほしいと思います。

自分が経験したことは必ず力になる
05

市民生活部医療保険課　主任主事
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＜プロフィール＞
平成 12年	 各務原市入庁
	 経済部商工観光課
平成 22年	 健康福祉部子育て支援課
平成 26年	 都市建設部都市計画課
平成 30年	 市民生活部医療保険課
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若手職員の頃

私は昭和 56年の採用です。最初は企画調
整課の消費者生活係に配属となり、婦人団体
や消費者連絡協議会といった団体の所管と、
訪問販売等に関する相談業務を担当していま
した。
当時、私たちの先輩は、女性は経理、庶務

が中心でした。私ももちろんやりましたが、
様々な団体に対して消費者教育をする仕事が
与えられて、新聞に掲載されるような企画に
も取り組みました。当時の女性職員としては
珍しかったので、周りの先輩方からは、「あ
なたは恵まれている」と言われたり、中傷さ
れたこともありました。
ある時、「山田さんみたいな、そういう姿

勢のある女性職員というのはまだなかなか
いないんだよ」と言われたことがありまし
たが、「それは違うと思います。これまで、
組織の中で女性職員を育ててこなかった、
経験の場を与えてこなかったから、そうい
う人がいないのであって、いきなりやろう
と思ってもできないのでは」と上司に言っ
たことがあります。
その後、課税課へ移って、土地家屋等の資

産税業務を５年間担当しました。資産税には
財産の権利関係が絡んでいますから、脅しも
含めて様々な意図を持った方がやってきま
す。しかし、そういった圧力に対しては抵抗
するという性格なので、たじろぐことなく対
応することを心がけました。

公務員人生で一番しんどかった時

その後、都市計画課へ異動になりました
が、ここで２度病気をしたため、一番大変な
時期を経験しました。当時、ある場所の土地
区画整理事業の都市計画変更手続を担当して

｢できない｣ ではなく、静岡県三島市
計画まちづくり部長
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＜プロフィール＞
昭和 56年	 三島市入庁
	 企画調整部企画調整課
昭和 62年	 財政部課税課
平成  4 年	 建設部都市計画課
平成  8 年	 中郷中学校
平成 10年	 土木建築・都市整備部
	 都市計画課
平成 14年	 建設部都市計画課主任
平成 18年	 建設部都市計画課主幹
	 計画係長 (扱 )
平成 19年	 建設部都市計画課長補佐 
	 都市計画係長 (扱 )
平成 20年	 建設部都市計画課副参事 
	 課長補佐・計画係長(扱)
平成 22年　建設部都市計画課長
平成 26年　都市整備部参事
	 都市計画課長 (扱 )
平成 28年　都市整備部計画まちづくり
	 統括監都市計画課長 (扱 )
平成 29年　計画まちづくり部長

おり、県や隣接市町と協議をしている最中に
手術をすることになりました。大変な仕事で、
他の職員には容易にはできないため、手術し
た後、麻酔から覚めて動ける状態になってか
らは、病院の公衆電話で職場に連絡をして、
「今日はこれをやってください」、「明日はこ
れをやってください」と男性の職員に伝えて、
夕方に進捗を確認するなど、毎日、職場との
連絡を取りながらやっていました。

目の前の障害を乗り越える方法

何か目の前で障害が起きても、それをクリ
アするためにはどうするかを考えるようにし
ています。とにかく後退するのは絶対に嫌な
性格なんです。
あのとき勉強しておけばよかったとか、
もっと頑張れば自分の人生が変わっていたん
じゃないかとか、だけど、後ろを振り返って
も元に戻らない、そういった思いが学生の頃
からあって、後悔しないためにも前を向いて
いこうという気持ちが原動力になっているん
だと思います。
三島スカイウォークという日本一長い人道
つり橋が数年前にできました。その計画を初
めて業者が持って来た際、様々な法律を所管
している関係課が集まって、企画部長が筆頭
になり協議しましたが、山の中にとても長い
人道つり橋を作るのは三島市として経験した
ことがない開発でしたので、「この法律があ
るから難しい」とか、「これをどうやって許
可していいか分からない」という流れになっ
たんです。そうしたら、部長が、「できない
とか、難しいとかじゃなくて、できるように
するためにはどういうようにするか、どうし
てそういうように考えられないんだ」とおっ
しゃって。その時の部長の言葉が、今、自分
が職員に対して言う台詞になっています。

また、普段から職員とのコミュニケーショ
ンも積極的に取るようにしています。些細な
ことでも自分から出向いて話しかけること
で、課全体が笑いに包まれることもあります。
仕事自体は大変ですが、壁をつくらずに、周
りともコミュニケーションをとっていくこと
が良い職場づくりに繋がると思っています。

女性職員へのメッセージ

都市計画や土木の世界では、女性は管理
職に就けないだろうと思われてきましたが、
結果的に、私が部長になったことで、女性
でも都市計画とかのいわゆる男性職員の
世界でも昇進していけるという道しるべを
作ったつもりです。今後、私と同じような
コースを歩んでくれる女性が出てくること
を望んでいます。
そのためには、男性の多い職場では、性差
なくフランクにつき合えるようなコミュニ
ケーションが求められると思います。
女性だから、管理職だから、こんなことは
聞けないとは思わず、積極的に質問をしたり、
意見交換をしたりすることで、新たな視点か
ら決断をすることもできると思います。
やはり、仕事においてはコミュニケーショ
ンと良好な人間関係の構築が重要になりま
すね。

｢できる｣ ようにするためにどうするか
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女性初の法規担当係長

私は平成5年に入庁して、直近では企画課、
財政課を経た後、平成26年4月に総務課文書
法規係に異動となりました。条例や規則といっ
た例規の制定改廃に関する審査を担当してお
り、平成29年4月より係長となっています。
もともと法規担当は女性が少なく、女性が

担当係長になったのはおそらく私が初めてだと
思うのですが、男性が多い中での女性係長とし
て苦労があるかというと、特に苦労を感じるこ
とはありません。確かに昔は男女間の役割意識
のようなものはあったように思いますが、今は
仕事をするうえで男女は平等です。
ただ、係長に昇任することには不安を感じ

ていました。それでも、やるしかないという
思いはありましたし、新任係長研修で係長は
マネジメントするための一つの機能に過ぎな
いというお話を伺って、そういう考え方もあ
るのかと、少し気が楽になりましたね。
将来、課長補佐や課長になりたいかという

と、人前で話すのが苦手なこともあって、積
極的になろうという思いは今のところありま
せんが、市民のためにできることをやりたい
という気持ちは昔も今も変わりませんし、任
された仕事は期待に応えられるよう頑張りた
いというところでしょうか。

女性の配置が少なかったポストを 
経験して

平成 23 年 4 月より 3年間在籍した財政
課は、今でも女性の少ない部署だと思いま
す。財政課に配属された女性は私でおそらく
3人目くらいだったと思いますが、それなり
に期待されているのかなと思うと、頑張らな
ければと思っていました。
男性が多く、これまで女性の配置が少ない

部署に来て、女性目線で感じることはという
と、仕事をするうえで特に感じたことはあり

男女でチャンスは平等、静岡県島田市
総務課政策法務担当係長

小
こ ば や し

林　知
と も

子
こ

＜プロフィール＞
平成  5 年	 島田市入庁
	 総務部税務課
平成  7 年	 水道部下水道課
平成  9 年	 教育委員会生涯学習課
平成 13年～第一子育児休業
	 （約７ヵ月）
平成 15年	 民生部福祉課
平成 18年～第二子育児休業
	 （約 11ヵ月）
平成 19年	 健康福祉部
	 介護保険課
平成 20年	 企画部企画課
平成 23年	 企画部財政課
平成 26年	 総務部総務課
平成 29年	 行政経営部
	 経営管理課　係長

ませんでした。私自身、女性だからという目
で見られたくありませんでしたし、女性であ
ることを理由に逃げたくないという思いがあ
りましたので、性別については意識しないよ
う、させないように仕事をしてきました。で
も、周りが男性ばかりだと、自分が女性だっ
ていう感覚が薄れてくるような感じが当時は
しましたね。

家庭内の基盤づくり 
～仕事と育児を両立するために～

私は、平成 11年に配属された生涯学習課
在職中に第 1子を出産、育児休業を取得し
て生涯学習課に復帰しました。
今までを振り返って一番大変だった時期は
やっぱりその時期で、生涯学習課に復帰して
しばらくした後、平成 15年に福祉課に異動
したのですが、当時は大変忙しく、みんな残
業しているような状況でした。
子どもがまだ1歳で大変手のかかる時期で
したので、とにかく早く帰りたくて、昼休み
も仕事をしたり、自分の裁量の範囲内ですが
やらなくていいだろうという部分は思い切っ
てカットしたりと、色々工夫していました。
それでも定時退庁とまではいかなかったの
ですが、同じ市役所職員の夫が早く帰って子
どもの面倒を見たり、実家が近かったので保
育園の迎えを両親にお願いしたりと、周囲の
サポートをいただきながら乗り切ったのを覚
えています。
特に夫の活躍は非常に大きかったです。夫
は非常に協力的なタイプでして、第 1子の
時に育児休業を 3ヵ月取ってくれたんです。
事務職で男性が育児休業を取得することはこ
れまでなかったのですが、「まず自分が取得
して、徐々に男性の取得者が増えてくれたら」
と言ってくれて、理解のある夫が支えてくれ
たので本当に助かりました。
それでも、結婚当初の夫は協力的なタイプ

ではなく、どちらかというと家事をしないタ
イプでした。それを私が見るに見かねて、「同
じ仕事をして給料をもらっているんだから、
家事は半々にしようよ」と話し合いをして、
そこからちょっとずつ変わっていってくれた
ものですから、やはり家庭内で基盤を整える
ことは、まず重要なことだと思います。

女性職員へのメッセージ

私が入庁した頃は、男女平等と言える状況
ではなく、お茶くみや雑用は女性の仕事とい
う雰囲気でしたし、管理部門に女性はほとん
どいないような状況でした。
そんな男女差があることは当時から感じて
いましたので、認めてもらうためには実力を
つけるしかないと思って、負けず嫌いなのも
あって人一倍頑張ろうと思っていました。実
際に出来たというと自信はありませんが、そ
ういう思いは持ってきました。
今は本当に男女平等だなって思いますし、
今の若い職員は能力がすごくあって、どちら
かといえば女性の方が元気があるぐらいです
から、子育て期など大変な時もありますが、
それを乗り越えて頑張ってほしいなって思っ
ています。
女性って男性よりも細かなところに気がつ
く傾向がありますよね。事業の抜けていると
ころとか足りないところとかを、男性よりも
女性のほうがよく気がつくというのは思いま
すので、そういうところを生かしていけたら
いいですよね。

元気ある女性の活躍を期待
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これまでの経歴を振り返って

私は昭和60年に、旧加茂町に入庁しました。
若手職員の頃は、町全体のこととかはあまり
考えられず、目の前の仕事を一生懸命やって
いたわけですが、今思い起こすと、上司や先
輩には恵まれていたような気がします。失敗
しても上司がフォローしてくれましたし、安
心して仕事ができる環境だったと思います。
そして、係長や課長補佐になるとある程度

の責任が出てくるわけですが、組織における
係長や課長補佐の役割や重要さは今になって
分かるので、大変ではあるけれど「あなたた
ちの働きによって、組織がうまいこと動くか、
動かないかというのが決まってくるのよ」と
いう話は若い職員と話す機会には伝えるよう
にしています。
そんな私も管理職になりたいとは思って

いませんでした。議会対応などをしている部
長や課長の姿を見ていると私には絶対無理と
思っていたのですが、年月を重ねていくなか
で課長への内示をいただいた時は「えーっ」
と思い、同じ時期に課長になった一つ上の先
輩女性と「えらいことになった」と話してい
ました。ただ、役所で働いている以上、なっ
たからにはやらなければいけませんので、半
分不安に思いつつも半分腹をくくりました。
そんなことを繰り返しながら、今は部長になっ
ています。

役所の転換期をみんなで 
乗り越えて

今思うとどういう訳か、担当する業務で国
や府の制度が大きく変わる転換期にその担当
にいる、ということが何度かありました。今
までと同じ進め方ではいかなくなって、でも
期日までに仕上げなくてはいけなくて、みん

信頼できる職員に支え京都府木津川市　
教育委員会　教育部長

竹
た け も と

本　充
み つ

代
よ

＜プロフィール＞
昭和 60年	 加茂町入庁
平成  5 年	 長男出産
平成 10年	 次男出産
平成 16年	 企画調整課財政係長
平成 19年	 合併　木津川市
	 総務部財政課財政係長
平成 21年	 総務部財政課管財係長
平成 22年	 総務部財政課課長補佐
平成 23年	 保健福祉部国保医療課
	 主幹
平成 25年	 教育部学校教育課長
平成 26年	 教育部次長
平成 29年	 教育部長

なで協力しながら乗り越えてきました。
あと、一番大変だったのは合併の時でし
た。合併の前後１年間は夜も遅くて土日出勤
もあったりと本当に大変だったのですが、そ
こで何で乗り越えられたかというと、やっぱ
り人かなと思いますね。話を聞いてもらえる
人や相談できる人、質問したら適切な助言を
いただける人など、人とのかかわりというか、
信頼できる人が周りにいてくれたということ
は大きいと思います。

私のロールモデル

私自身にロールモデルとなる先輩がいたか
というと、男性の先輩なのでロールモデルには
当てはまらないかもしれませんが、仕事に対す
る考え方に共感できる部分があった先輩がいた
ということは大きかったかなと思います。
女性職員が少ない課への所属が多かったか
らか、女性同士で仕事についての考え方を議
論することはほとんどなかったので、自分が
仕事をしていく上で、行き詰まった時などに
助言をもらっていたのは男性の先輩でした。
その一方で、自分の今置かれている状況で
すとか、あれが大変、これはどうしようなど、
色々な愚痴を含めて話せるのは、やっぱり同
年代の女性ですので、そこで自分の気持ちを
受けとめてもらっていました。
ですので、私には仕事の考え方について話
せる先輩と、何でも話せる同僚女性の両方が
いてくれたのが大きかったと思いますし、両
方が必要でした。

若手女性職員への期待

管理職になるのをためらう女性職員が多い
という話は耳にしますが、私は組織の中で男
性ではなく敢えて女性を登用するというのは、

ちょっと違うかなと思っています。優秀な方
は、男性でも女性でも上に上がっていってほ
しいと思いますし、その中で管理職になりた
い、自分で仕事を動かしたいという女性もい
ると思いますので、そういう方にはどんどん
機会を与えていってほしいと思います。
木津川市には政策会議や調整会議といった、
市の方針を考えたり新しい施策を提案してい
く場があるのですが、所属する課によって、
参加する機会が多いところと少ないところが
あるのが現状です。例えば、主に国の制度で
決められた仕事を行う課では、一生懸命仕事
をやっていても、自分の考えを外や上に向け
てアピールする場がなかなか与えられないの
で、そうなると同じように仕事を積み重ねて
きても、なかなか目にとまりにくくなってし
まっている人もいるのではないかと思ったり
します。
では、男性と女性でそういう機会に差があ
るかというとそうではなくて、機会はみんな
にあると思うんです。ただ、チャンスが目の
前にある時に、「はい、やります」と言うか、「私
はちょっと…」と言うかで、そこでちょっと
一つ変わってしまう。それでも、いざやると
なれば若い職員は自分なりに資料をまとめて
くるし、市長や副市長を前に自分なりの考え
を話しているのを私も見てきているので、こ
ういう経験は、是非みんなにしてほしいなと
思っています。

られながら、困難を乗り越える
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不安を乗り越えるために勉強を 
重ねる

地方公務員の仕事は幅広く、人事異動や昇
任は、仕事上の大きな転機となります。私自
身は、最初の異動がそうで、企画室で総合計
画を担当していた当時、大阪府市町村振興協
会の職員研修研究センターや外部の様々な勉
強会に顔を出すようになりました。そこでで
きたネットワークは仕事そのものにも非常に
よい影響を及ぼしたと思っています。
管理職になっても勉強は続きます。
今でも環境が変わるたび、私が管理職とし

て何を言えるのだろうかという思いが沸き上
がってくる時があります。その時は、頭を切
り換え、自分がリーダーとして自信を持って
采配を振るえるように、自分に力をつけるた
めに、実務的なことはもちろん、制度、背景、
課題、トレンド、市民意識と、多角的に当た
るようにしています。今でも、日々、勉強だ
と思っています。
また、女性であることを言い訳にはしない

ということはずっと思っていました。できる・
できないに関わらず、全て男女同じように関
わろうとしていました。例えば、夜の住民説
明会や災害対応ですが、そういう時でも、必
ず男性と同じように行動しようとしていまし
た。役割分担として直接的には動けないとこ
ろもありましたが、例えば、外には行けない
が、電話番や指示はできる。自分でできるこ
とをしっかりこなす。そういうことを繰り返
していました。
その姿勢を職員は見ています。「やっぱり

女は」とは言わず、そこの頑張りはちゃんと
見てくれています。最初は意識しすぎて、力
が入りすぎていたかもしれませんが、頑張っ
てそこで踏みとどまったことが次につなが
り、職員との信頼関係や自分の居場所につな
がったのだと感じました。

地方公務員の仕事は大阪府寝屋川市教育次長
（理事待遇）兼　学校教育部長

荒
あ ら

木
き

　和
か ず

美
み

＜プロフィール＞
平成  5 年	 寝屋川市入庁
	 市立教育センター
平成 11年	 企画財政部企画室
	 （平成 14年、15年
	   大阪府派遣）
平成 17年	 企画財政部企画政策室
	 兼　市長室係長
平成 21年　まち政策部
	 都市計画室課長
平成 22年 	 総務部人事室長
	 ( 次長待遇 )
平成 24年	 総務部長
平成 27年	 総合調整監　兼
	 経営企画部長
平成 30年	 教育次長（理事待遇）
	 兼　学校教育部長

女性初の大阪府への派遣研修に
チャレンジ

企画室で 3年勤務した後、平成 14年度に
大阪府へ派遣研修に出していただきました。
当時は寝屋川市としては、派遣研修に女性を
出すということはなく、私が最初の女性研修
生でした。
派遣研修を希望した理由は、派遣研修を経
験している企画室の先輩と話をする中で、市
町村の仕事だけでなく、他の組織を見た人の
幅の広さを感じ、私も行きたいと思ったこと
でした。

自分なりの基準を作る 
～仕事と子育ての両立～

大阪府へ派遣された時は、上の娘が小学校
２年生、下の娘が年長で、まだ保育所の送り
迎えが必要な時期でした。送りは私ができる
のですが、迎えに行くのは難しいので、近く
に住んでいる母に助けてもらっていました。
また、夫の勤務先が家から近く、当時は定時
に帰れる部署にいたため、このタイミング
だったからこそ大阪府へ行くことができたの
だと思っています。
仕事と子育ての両立は、正直なところ出来
ていたとは言えません。どちらかというと仕
事に軸足を置いていたので、娘たちには負担
をかけていたと思います。
とはいえ、家庭生活の中では、母親が前面
に立たなければいけない場面もあり、自分な
りに基準を決めていました。例えば、平日の
夜はいないが、土日は必ずいる。お弁当は必
ず作る。学校行事は必ず自分が行く。朝の保
育所は送っていく、などです。自分の中で、
これは自分がやろうという基準を作っていま
した。あとは、人の力を借りられるものは借
りようと思っていました。昔は完璧主義なと
ころがあって、子どもに対して自分なりの母

親像がありましたが、それは現実的に、仕事
をセーブしない限りできません。基準を決め
たことで、自分の気持ちが守れたし、自分と
してはその中で最大限やれたのではないかと
思います。

女性職員へのメッセージ

私は、当初の目標とは違う地方公務員の職
に就きましたが、こんなに美しい仕事はないと
思っています。今日より明日、明日よりも明後
日と、世の中を良くしようと思って仕事ができ
る。日常的には、いろいろな人にお叱りをいた
だいたり、クレームがあったり、うまくいかな
いこともあって大変です。しかし、社会に関わ
ることができる、すごくいい仕事だと思います。
女性はコミュニケーション能力も高く、市
民生活に関わる市役所業務には、とても向い
ていると思います。やれることもすごく多い
ですし、女性がどんどんやりがいをもって仕
事をしていけたらいいと思っています。
折に触れて思い出す、市役所の大先輩から
教えていただいた言葉があります。「助走し
て、助走して、思いきりジャンプして、違う
世界が見えれば愉快だ。」
仕事も人生もすべて思い通りにはいきませ
ん。どんなにリスクヘッジをしていても、思
いがけないことは起きます。逆に予想もでき
ない新しい世界を見ることで得る気づきもあ
ります。いつも「愉快だ」と思えることばか
りではないかもしれませんが、キャリアを積
むということで言えば、深く悩まずにとりあ
えず目の前に来た仕事をやってみる。やる以
上はとことんやる、ということが次につな
がっていくような気がします。
もう一つは、出産・育児・介護というのは
順番であり、組織の中での役割やポストも順
番だと思うのです。お互い様という気持ちと、
バトンをつなぐという気持ちでやっていくこ
とが大事だと思います。

面白い。悩まずにまずはやってみる
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出産前後の業務

平成 11年４月に１人目を出産しました。
当時は、満 1歳まで育児休業を取得できた
ので、平成 12年４月１日に、復帰しました。
産休前が秘書課勤務で、秘書や庶務業務を

行っていましたが、育休明けとともに、人事
課に異動し、組織と定員管理などの業務を担
当しました。
２人目は医務課在籍中の平成 16年１月に

出産しました。出産前後は医務課で同じ業務
でしたので、復帰がしやすかったです。

様々な業務の経験

ジョブローテーションを行い、できる範囲
で様々な経験をした方が良いと思います。子
育て期間中は、女性に負担がかかり、時間的
制限などでなかなか難しい面があると思いま
すが、その時々でできることを経験していけ
ば良いと思います。
私も採用されてからは、給与関係業務な

ど庶務業務が多かったのですが、採用から
６年目に、当時の課長（総務省からの出向
者）が、別の仕事もしてみたらとおっしゃっ
てくださり、新しい業務に就くことができ
ました。その経験がその後の仕事に活きて
きたと思います。

女性も様々な業務の和歌山県商工観光労働部
観光局観光交流課　環境づくり班長

田
た

嶋
じ ま

　安
あ き こ

紀子
＜プロフィール＞

平成  元年	 和歌山県入庁
	 県立医科大学事務局主事
平成  4 年	 総務部総務課主事
平成  8 年	 秘書課主事
平成 12年	 秘書課副主査 (1月 )
平成 12年	 総務部人事課副主査(4月)
平成 15年	 福祉保健部健康局
	 医務課副主査
平成 18年	 福祉保健部健康局
	 医務課主査
平成 20年	 企画部企画政策局文化
	 国際課主査
平成 26年	 海草振興局地域振興部
	 主任
平成 28年	 企画部企画政策局
	 文化学術課主任
平成 29年	 商工観光労働部観光局
	 観光交流課環境づくり班長

育児休業等の制度について

夫も県職員で人事課ＯＢでしたので、２人
目が生まれた時は、是非、男性職員の育休取
得者第 1号にと期待されていましたが、業
務の都合で取得しませんでした。
当時は、その後の昇給や昇格にも関わって
くる状況でしたし、夫との給与の差もあり、
私が取得しました。
現在では、給付面にしても、昇給や昇格面
にしても、制度的には整ってきたと思います。
また、育休を取得してから仕事に復帰し、仕
事を続けやすくなったとも思います。
民間企業と違って、必ず戻れる、戻りやす
い環境ではあるのではないのでしょうか。

女性が管理職になることについて

家庭の中での家事分担や仕事でのフォロー
体制などができれば、男性だから女性だから
ということではなく、管理職になっていける
と思います。
ある一定の年齢まで、一つの業務経験しか
なかった場合、急に全く新しい仕事に、それ
も管理職でとなると、なかなか難しいものが
あるのではないでしょうか。
今の時代は男性だから女性だからというこ
とではなく、配置等を考えていくことが必要
であると感じます。

メッセージ

子育てしている時に、例えば宿泊を伴う出
張が難しいなど業務の面で、皆さんに迷惑を
かけていると思ったのですが、その時、子育
て経験者の上司から、「それは今だけで、自
分の子育てに余裕ができた時に、次に子育て
中で大変な人を手伝ってあげればいい。大丈
夫。みんな順番だから。」と言っていただき
ました。
本当にそのとおりだと思いました。職場の
職員が、そういう気持ちで接していけば、復
帰もしやすく子育てもしやすい、働きやすい
環境ができると思います。
また、業務のやり方等の見直し、改善は、
絶対大事だと感じています。男女を問わず自
分の体を守る上でも、超過勤務を減らす上で
も、常に無駄なことがないかと考え、改善す
べきところは、改善したほうがいいと思いま
す。

経験を
10
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現在の仕事

岡山県庁に入庁してから 30年近くが経ち
ましたが、入庁当時を思い出すと、両親が働
いていたこともあり、女性が働くことについ
て、自分の中では既に当たり前の感覚であっ
たと思います。
１年目に配属された人事課からスタート

し、土木部局や企画部局など、これまでに色々
な部署を経験することができました。現在は、
入庁以来の総務部局で、職員定数の管理や指
定管理制度、業務の改善等を担当しています。
所属長（課室長）を命ぜられたのは、平成

27年からになりますが、何かに長けている
わけでもなく、能力的に務まるのだろうか、
という不安は常につきまといます。ただ、少
人数の職場で、私にとっては、ざっくばらん
に話ができる環境だったので、とても助けら
れました。

“女性らしさ”より“自分らしさ”？ 

入庁して以降、女性職員の採用は随分増え
てきましたが、当時はまだ圧倒的に男性が多
く、そのため当然ではありますが、「この席
に女性が就くのは初めてだよ」という場面も
幾度かありました。
「女性ならではの視点を生かして」と　いっ
た激励とも取れる言葉をかけていただくこと
もあったのですが、私自身は、むしろできる
だけそのことは意識しないようにしていまし
た。無理せず自分らしく、と自分に言い聞か
せていたように思います。
そもそも、求められる「女性ならでは」と

か「女性目線で」という意味があまりピンと
こなかったのかもしれません。女性も男性も
同じ職員であることに違いはなく、女性であ
ることを強調されるよりは、一職員として捉

自分らしさを認めて、岡山県保健福祉部
障害福祉課長

片
か た

山
や ま

　圭
け い

子
こ

＜プロフィール＞
昭和 63年	 岡山県入庁
	 人事課
平成 10年	 高梁地方振興局地域振
	 興室主任
平成 17年	 産業企画課総括主査
平成 19年	 対外戦略推進室主幹
平成 21年	 市町村課主幹
平成 22年	 地方分権推進課主幹
平成 23年	 医薬安全課総括副参事
平成 26年	 中山間・地域振興課
	 総括参事
平成 27年	 新エネルギー・温暖化
	 対策室室長
平成 29年	 行政改革推進室室長
平成 30年	 保健福祉部
	 障害福祉課長

えられる方がしっくりくる、という気持ちで
した。

仕事にも子育てにも自信を 
失いそうなとき

仕事と子育ての両立についてですが、育児
休業から復帰して間もなくの頃と、子どもが
小学校低学年くらいまでの期間が、特に大変
だったかなと思います。
１年間の育児休業を終えて職場に戻りまし
たが、復帰直後は“両立”などという余裕は
無く、終業と同時に猛ダッシュで帰宅する毎
日でした。育児休業期間中は、べったり子ど
もと一緒に過ごしていたのに、復帰した途端
に手を放さないといけない状況に、想像して
いた以上のつらさがありました。朝、仕事に
出る時の子どもの表情が、なんとも寂しそう
に見えて、自分の子なのに自分で育てられな
いジレンマと罪悪感がありました。
入庁１年目、当時まだ少なかった女性の先
輩から「結婚したときか出産したときが仕事
を辞めるタイミングよ。」と言われたことが
あります。その先輩の時代は、まだ育児休業
制度もなく、色んな思いが詰まった言葉でし
た。職場復帰した際に、そのことを思い出し
ていたのですが、別の先輩にその話をすると、
「でも『子どもに悪い』とか『つらい』とか思っ
てばかりいると、その後ろ向きの気持ちがそ
のまま子どもに伝わってしまうよ。働く以上
は自信をもって堂々と働かないとね。」と言っ
てくれ、少し吹っ切れた気がしました。
それでもなお、どうしても残業しないとい
けない日など、帰宅して子どもの寝顔に涙の
跡を見つけたりすると、あぁ母親失格だ、と
自責の念にかられることもしばしばでした
が、話を聞いてくれる先輩が近くにいてくれ
たことで、気持ち的に随分助けられました。

もしも、子育てと仕事の間で悩むことがあ
れば、先輩ママに話を聞いてもらったり、同
じ立場の人の経験を聞いたりすると、見方が
変わり、ふっと気持ちが楽になるかもしれま
せん。時に子どもとの時間が十分に取れなく
ても、一緒にいられる時間、没頭して子ども
と関われば、きっと大丈夫。仕事にも子育て
にも、自信をもって自分らしさを大切に。

次代を担う若手女性職員の 
みなさんへ

今の若い方々の意見を聞くと、そもそも女
性が働くことを殊更に云々すること自体不思
議そうで、時代とともに意識も随分変わって
きたんだなぁ、と思い知らされます。家事も
育児も夫婦で上手く分担し、プライベートな
時間を大事にされていますよね。
ですので、これまでの自分の経験で言うの
は、少し噛み合わないのかもしれませんが、
これから活躍の場を広げていく若手女性職員
のみなさんに何かエールを贈れるとしたら、
“自然体でいいよ”ということでしょうか。
私自身、初心を忘れそうになったり、　自
信を失いかけたりすると、“気負わず、萎縮
しすぎず、傲らず”と自分に言い聞かせます。
メリハリをつけながら、仕事も、子育てやプ
ライベートも、しっかり楽しむ！くらいの心
持ちでいい、と。
そして、信頼できる先輩や気の合う仲間を
見つけ、たまに愚痴や弱音をこぼせる場があ
れば、何かあったときも、元気回復の大きな
力になると思います。

私も、これからも、若手職員のみなさんに
刺激を受けながら、一緒に頑張っていきたい
と思っています。

自分らしく仕事を楽しんで
11
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地域の方と触れ合える保健師の 
仕事

私は昭和 60年４月、旧山陽町に保健師と
して入庁しました。保健師の就職先には、行
政以外にも企業 ･病院・学校など色々な活躍
の場があるのですが、通っていた学校の市町
村実習の中で、地域の方々と密着して色々な
事業ができ、すごく楽しかったと感じました
ので、市町村に入りたいという思いを強く持
つようになり、入庁してからも、たくさんの
地域の方と触れ合え、広がりのある大切な仕
事だなということを強く実感しましたね。

学ぶチャンスは逃さない 
～介護保険制度立ち上げの経験から～

課長職に就いたのは、平成 27年度からで
すが、昇任にあたっての不安については、「全
くない」というわけではありませんが、「年
数を重ねていくと、それなりの役割を持つも
の」という思いを持って仕事をしてきていた
ので、あまり意識しませんでした。私の場合
は幸いなことに、課長になった際、前任の課
長が参与として上についてくれたので、直接
近くで色々と教えていただくことができまし
た。私が専門職であることへの配慮もあった
のかもしれませんが、非常にありがたかった
ですし、役職に対してストレスを感じること
はなかったように思います。
その時よりも、私が一番ストレスに感じた

のは、管理職云々ではなく、専門職として一
生懸命専門分野に取り組んできた中で経験し
た、平成 11年度の介護保険制度の立ち上げ
の時でした。
制度立ち上げのタイミングで介護保険担当

に異動になったのですが、全国一斉に出来た
制度なので見本となるものも、時間もない中
で、条例や規則、特別会計など保健師がやっ

出会った人との縁を岡山県赤磐市保健福祉部
介護保険課長

谷
た に

名
な

　菜
な お こ

穂子
＜プロフィール＞

昭和 60年	 山陽町入庁
	 衛生課　保健師
平成  6 年	 保健福祉課主任
平成 10年	 保健福祉課主査
平成 20年	 吉井支所健康福祉課
	 主幹
平成 24年	 保健福祉部介護保険課
	 副参事
平成 27年	 保健福祉部健康増進課
	 課長
平成 30年	 保健福祉部介護保険課
	 課長

たことがない業務が一度にやってきたので、
本当にしんどい思いをしました。
それでも、法令に詳しい総務課の方に色々
教えていただいたり、県との調整に助言をいた
だいたりと、課を超えて手伝っていただいたの
で本当に助かりましたし、嬉しかったですね。
この経験を通じて今感じることですが、専
門職といえども行政に就職した以上は、法令
や予算といった事務分野も、最低限のことは
経験し、知識を持っていないとやりたい政策
に関わっていくことが難しいと思いました。
現在も、市の重要施策の一つである介護と
福祉の複合型施設の立ち上げに関わっていま
すが、ＰＦＩで出来ないかとか、合併特例債
を使えないかとか、さらには建設関係など初
めてのことだらけなのですが、こういう機会
だからこそ、今まで知らなかったことを知る
ことが出来るので、「学ぶチャンスがあった
ときには、しっかり学ぶ」ことの大切さを感
じています。

制度は完璧ではない

第一子が産まれた当時は、まだ育児休業が
ない時代でしたので、本当にどうしようかと
思っていました。そんな時、独身時代から担
当していた地域の愛育委員（岡山県内全域に
保健師と一緒に活動している母子保健 ･健康
づくりの組織があります）のご夫婦に相談し
たら「いいよ、見てあげるよ」って。夫も早
く帰宅できる環境ではなかったので、本当に
助けていただきました。
今は色々な制度がありますが、どの制度も
完璧なわけではありません。自分の思う子育
てに合う合わないというのもあるかと思いま
す。私は仕事も続けたかったし、後悔する子
育てもしたくなかったので自分なりに一生懸
命考え、幸い子どもを見てくれる方との出会
いを得ました。しかし、出会いのないお母さ

ん方もいるかと思いますので、これからも仕
事を続けたい思いをサポートできるような仕
組みは必要だと思いますし、保育園や地域の
ＮＰＯの協力も必要だと感じています。

女性職員へのメッセージ

私の経験から思うことですが、仕事でも仕
事以外でも、出会った人との縁を大切にして、
頑張ってほしいなって思います。
地方公務員は、色々なところで色々な人と
出会うチャンスがたくさんあります。民間団
体やＮＰＯなど、行政がカバーしきれない分
野で、協力やサポートしてくれる方がたくさ
んいますので、そういった方との人脈を大切
にしてほしいし、育児の時も、ただゆっくり
子供と触れ合うだけじゃなくて、子育てをす
る上で積極的に同じ立場のお母さんたちと知
り合いになり子育て支援センター等にも出向
けば、先生から色々な情報をいただくことも
出来ますので、自分から外に出ていくことも
大切だと思います。
それに、私が一番支えられたのは、信頼で
きる同僚の存在でした。仕事や子育てでつま
づいた時には、同僚に色んな話を聞いてもらっ
たり、お互いしゃべり合ったりすることで、
自分の気持ちを整理することができ、後の仕
事にも大いに生かせました。やっぱり自分が
元気でないといい仕事が出来ませんよね。
今、改めて感じることですが、若い時にし
か出来ないこととか、若いからこそ許されるこ
と、受け入れられることがありますので、今与
えられた仕事を大切にして、失敗を恐れず、生
き生きと仕事をしてほしいなと思います。

大切に、仕事も家庭も生き生きと
12
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入庁のきっかけ

関西の大学に進学したのですが、両親か
ら一度は高知県から出て様々なことを勉強
して見聞を広げて戻るという約束で、入庁
しました。
地元もいの町で、実家が農家ということも

あり、役場や農協は身近な存在でした。
公務員としての志がどこまであったか自信

がありませんが、やるからには、いの町が発
展していくように、恩返しをしたいという気
持ちがあり、今に至っています。

やりがいを感じるとき

やはり窓口にいらっしゃったお客様の満足
を得られたときにやりがいを感じます。役場
においでになる時は、何かお困りでこられて
います。お問い合わせがあったことについて
しっかりと説明し、納得してお帰りいただい
たとき、また納得されていないにしても了承
を得ていただいたときに、職務を全うできた
のではないかと感じます。

大変だった時期

第２子を出産して戻ってきた 17年 10月
以降、国保の給付と予算と補助金の担当にな
りました。当時は、高額医療に該当したお客
様に毎月案内を発送して、申請をいただき、
支払いをする月次業務と他の業務がよく重な
りました。要領が良くない事もありましたが、
業務が煩雑で量も多く、残業が非常に多かっ
たです。疲労がたまり、次の日起きても頭が
すっきりしない日が続いたため、ラジオ体操
をするなどして気分転換をしていました。そ
の頃が一番きつかったですが、前任者の方が
快くフォローをしてくださいました。

みんなは一人のために、高知県いの町　
町民課保険医療係長

宮
み や わ き

脇　美
み ち

智
＜プロフィール＞

平成 11年	 伊野町入庁
	 住民課
平成 14年	 ～長女出産
	 育児休業　約１年
平成 15年	 町民課主事　
平成 16年	 ～長男出産
	 育児休業　約１年
平成 17年	 町民課主事
平成 20年	 町民課主幹  
平成 21年	 ～次男出産　
	 育児休業　約１年
平成 24年	 上下水道課主幹　
平成 28年	 町民課保険医療係長

その方は非常に優秀な先輩で、気にかけて
内容確認をしてくださる方でした。
平成 16年 10月に伊野町と本川村と吾北
村の３つが合併したのですが、年度途中の
10月に合併だったので、毎月報告をしない
といけない国保の月報を３市町村分それぞれ
の係に出してもらい、それをまとめて県へ報
告することや、それに伴う補助金業務も先輩
がされていたこともあり、仕事のノウハウを
たくさん教えていただき、助けていただきま
した。

心がけていること

私が今心がけていることは、１人の職員に
負荷がかかり過ぎないようにということで
す。１年目はどうしても、誰がやっても不慣
れですが、みんなは１人のために、１人はみ
んなのために、という精神で、困ったときは
助け合っています。１人にさせないように連
携してやろうと思っています。

メッセージ

仕事を持ちますと、妊娠時期について皆さ
ん悩まれるのではないかと思います。私は、
子どもは授かりものなので、そんなことを気
にしないでいいと言いたいです。私がいない
とこの職場は回らないとかいうことはありま
せんでした。
また、戻ることができる職場なので、３年
間でも更新して育児休業を取得してもいいと
思います。子どもは日本の宝ですから、育児
休業等の制度ができて、子育てができるとい
うことは素晴らしいことだと思います。
子育てと仕事の両立は、理想と現実が違い、
悩んだ時期もありましたが「親育ち・子育ち」
で自分も子どもと成長すればいいことに気づ

きました。何とかなるものなので、ぜひチャ
レンジしてもらいたいです。
子供ができたことによって広がる世界があ
りました。ＰＴＡや少年野球で別の小学校の
お母様と出会えたり、そこから新しい人間関
係も広がりましたし、いろんな情報が入って
きたりもします。
これは子育てをしなかったら得られなかっ
た環境かなと思います。ですから、人生を楽
しんでいただきたいと思います。
また、相談相手がいるといないとでは全く
違うので、困ったことがあったら相談してく
ださい。世代が違うと相談しにくい方もいる
とは思います。でもコミュニケーションをと
る能力は自分で磨くべきだと思います。自分
から相談できる能力があったほうがいいと思
うので、困ったときは勇気を出して誰にでも
相談してみてください。別の課の職員でも構
わないし、同期もいると思うので、悩まない
ようにしてください。相談することによって、
きっと心が楽になると思います。

一人はみんなのために
13
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家族の理解

夫は同じ長崎県職員で、女性が男性同様
に仕事をすることに対し、理解があります。
私が 40歳の時、大学統合を控えた県立長崎
シーボルト大学に３年間の期間で派遣されま
した。統合に向けての膨大な業務量を前に、
仕事と家庭の両立が不可能となり途方にくれ
ていた私に、「３年間、自分が家事を頑張れ
ばいい」と夫は言い、家事に加え、受験期の
子どもの三者面談等にも行ってくれました。
家のことを全て引き受けてくれた夫に感謝し
ながら、仕事だけに打ち込みました。夫のサ
ポートがなかったら、当時はとてもじゃない
けどやっていけなかったなと思っています。
また、夫の両親とは、上の子が保育園年長

の時から同居し、育児も全面的にサポートし
てもらいました。
私は、夫や夫の両親のサポートを受けながら、

これまで仕事を続けてくることができましたの
で、非常に恵まれていると思っています。
家事を手伝ってくれた夫には、必ず「あり

がとう」と感謝の言葉を伝えるようにしてい
ました。洗濯物がシワになったまま干して
あっても、食器の洗い残しがあっても、感謝
の言葉を毎回伝えるようにしていました。そ
して時々タイミングを見計らって家事のアド
バイスをすると、夫も少しずつ家事が上手く
なり、３年を越えた後も、共に家事を担って
くれています。

職場の理解

私の子育て中は、職場の方々に温かく接し
ていただきました。
特に、２人目の子どもを出産した時の上司

（男性）は共働きの方で、働く女性にとても
理解がありました。生後６ヶ月で育児休業か

選択肢が２つあると長崎県県民生活部
男女参画・女性活躍推進室長

有
あ り よ し

吉　佳
か よ こ

代子
＜プロフィール＞

昭和 59年	 長崎県入庁
昭和 59年	 東彼北高福祉事務所
昭和 62年	 保健環境部原爆被爆者対策課
平成  2 年	 対馬福祉事務所
平成  5 年	 大瀬戸保健所
平成  8 年	 島原温泉病院
平成 11年	 五島保健所
平成 14年	 農林部農産園芸課
平成 15年	 農林部農産園芸課主査
平成 18年	 総務部学事振興課係長
	 （県立長崎シーボルト大学　派遣）
平成 21年	 地域振興部新幹線・
	 総合交通対策課　係長
平成 24年	 総務部情報政策課係長
平成 26年	 企画振興部文化観光物
	 産局国際課課長補佐
平成 27年	 文化観光国際部国際課課長補佐
平成 28年	 総務部情報政策課
	 総括課長補佐
平成 30年　県民生活部男女参画・
	 女性活躍推進室長

ら復職した私は、近くの保育園に乳児を預け、
１日２回（各45分間）の育児休暇をいただき、
保育園に授乳に通っていました。育児休暇の
承認は口頭でよいのですが、周囲の目もあり、
なかなか言い出せない私に、上司のほうから、
そろそろ行かなくていいの？と声をかけてい
ただいたり、私の仕事を引き取ってくれたり
と、温かい心遣いに心から感謝しました。
この御恩は、別の形で返そうと思い、その
後の職場では、育児休業で復帰してきた女性
職員を、今度は私が全面的にサポートしよう
と心がけました。

経験になったこと

地方公務員の立場でありながら、地方行政
だけではない様々な仕事をさせていただきま
した。
自分の中でかけがえのない経験になったの
は、病院に勤務し、経営サイドの視点を得た
こと、大学に勤務し、日々の大学運営を行い
ながら大学統合をなし得たことです。公務員
の身分のままで病院や大学を経験し、行政組
織の中では知り合えない方々とのネットワー
クができたことが、大きな財産になったと感
じています。

管理職への昇任

課長級への昇任選考は、希望者が試験を受
ける試験方式から、部局で内申した職員に意
向を確認し面接を行う選考方式に見直されま
した。試験方式では、女性職員がなかなか手
を挙げないという状況もあったようです。
私は部局で内申されましたが、一旦お断り
しました。しかし、悩むだけ悩み、考え抜い
た後、登用されたら頑張るしかないと覚悟を
決め、再度の内申で面接を受けることにしま

した。私には、これから不安を抱えながら登
用される女性職員のロールモデルになる役割
も課されていると考えたからです。

思いやりのある職場を

平成 30年から管理職となり、これまでと
違う立場で仕事に向き合うことになりまし
た。常に全体を俯瞰する視点で判断するよう
心がけています。
また、風通しのよい職場環境づくりにつな
がるようコミュニケーションを大切にすると
ともに、イクボス宣言を行い、職員のプライ
ベートを含めた総合的なマネジメントを行っ
ています。今では、職員同士が自主的にサポー
トしあい、忙しい中にあっても、笑い声と思
いやりがある職場になったと感じています。

メッセージ

自分自身のモットーですが、いろいろな人
生の局面において、悩む場面になったとき、
選択肢が２つあるとしたら、必ず前に進む選
択をするようにしています。管理職昇任の時
もそうでした。
その場に留まってずっと悩むより、一歩前
に進んで、次の悩みに出会うほうが良いと思
うからです。
「静」ではなく「動」の選択をするように心
がけることで、自分自身の視野が広がり、い
ろいろなことが回り始めましたので、ひとつ
の生き方としてご紹介させていただきます。

したら、必ず前に進む選択を
14
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これまでのキャリアパス

昭和 55年に採用になり、翌年に結婚、入
庁３年目には子供を出産しました。当時は育
児休業制度そのものが無く、産前産後休暇の
後元の職場へ復帰しました。子供は、２歳前
までは母に見てもらい、その後保育園へ入園
しました。
様々な部署へ異動しましたが、中でも大変

だったのは地域振興課の時です。
私は子育て中ということもあり、当初周り

の男性職員は気を使って「定時になったら
帰っていいよ」と言ってくれました。しかし、
翌朝来ると夜の間に物事が進んでいる、いな
い間に方針変更があったというのが分かり、
上司と話し合いました。「（男性と）同じく扱っ
てください」、「いや、困るだろう。並じゃな
いぞ」、「いえ、構いません」と。
家庭でも話し合いをして、「私は普通に働

きたい」と。そうすると、夫にも母にも加勢
してもらわないといけないので、お願いしま
した。その結果は、すごく大変で、夜中まで
残業することもありました。
ただ、そういうことをしていくうちに、無

駄なことが多いのも分かるんですよ。今では
あり得ないようなことに時間をかけていた
り。そういう意味で、働き方も、古い時代か
ら、今の進んだところまで、全部体験させて
もらった気がします。
管理職になったのは、平成 19年に出先機

関の地域振興部長になった時です。
現職は、平成 30年に国民文化祭を開催す

るために新しくできた部の局長です。基本的
には国民文化祭と障害者芸術文化祭の準備や
推進を担当する部局です。
文化振興の仕事は 15年程前にも担当して

おり、当時つき合いのあった民間の方と再会
するなど以前の人脈や経験も生かしていける
仕事です。

たくさん人に会い、話を大分県国民文化祭・障害者
芸術文化祭局長

土
つ ち

谷
や

　晴
は る

美
み

＜プロフィール＞
昭和 55年	 大分県入庁 国東土木事務所
昭和 57年	 自動車税事務所
	 ～長女出産
昭和 63年	 企画総室地域振興課
平成  6 年	 玖珠九重地方振興局
	 総務課主査
平成 11年	 企画部文化振興課副主幹
平成 13年	 企画文化部文化振興課主幹
平成 18年	 生活環境部生活環境企画課
	 企画管理班課長補佐（総括）
平成 19年	 豊肥振興局地域振興部長
平成 21年	 生活環境部生活環境企画課
	 総務企画監
平成 23年  企画振興部広報広聴課長
平成 25年  豊肥振興局長
平成 26年  企画振興部
	 芸術文化スポーツ局長
平成 29年	 国民文化祭・
	 障害者芸術文化祭局長

私が心がけてきたこと

ロールモデルというのは本当に人それぞれ
です。だから、たくさんのロールモデルの中
から自分にちょうど合う形を見つけて、自分
の中で試して、消化していくというプロセス
が必要になります。
私自身、心がけてきたことは、上司とはた
くさん話をすることです。ある程度の役職に
なると、私と上司の間で意思疎通ができなけ
れば下の職員の迷惑になるので、そういう時
間をたくさん持ちました。その中で、上司か
らはたくさん教えていただいたし、生意気な
ことも言ってきましたが、男とか女とかより
も、何かをなし遂げることについて、たくさ
ん話をしてお互い理解して進めることの重要
性を感じています。

庁内の自主勉強会

数年前から県庁内で自主勉強会を開催して
います。発案は私ですが、課長級の女性達に
も賛同いただいて始めました。ものごとを俯
瞰して考えることのできる基礎知識を手に入
れようと思ったのがきっかけですが、それは
管理職に限らないから、みんなで勉強しよう
という話になりました。特に子育て中、育休
中というのは、どうしても勉強時間の確保が
難しい、ネットワークが広げられないんです
ね。だから、数ヶ月に１回、みんなで広く勉
強する場があったほうがいいと思いました。
昔よりも国の動きをダイレクトに県の施策
に反映しないといけない時代なので、国の動
向を見据える必要があります。また、どうや
れば議会の答弁がうまく書けるとか、どう
やったら予算がつくのかといった技術的なこ
とも、財政課長に来てもらって話を聞いたり
しました。
民間の方にもお願いしましたが、たくさん

の人と知り合ううちにいろんな知識が入って
くるので、そうした積み重ねによって、物事
を広く見るようになるのかなと思います。

育休に入る職員へのメッセージ

私はこれまで産休、育休に入る女性に必ず
言ってきたことが２つあります。長い期間お
休みすると、戻ってきた時に、母親になると
いう意味で前よりプラスになっている部分が
ありますが、それと引きかえに、失っている
ものもあるわけです。その幅を小さくしま
しょうねということです。
また、育休などの長期休業でないとできな
いこともあるはずでしょうから、それをしま
しょうねとも伝えています。
これを実行するための方法の１つは、育
休中でも情報はきちんと収集するようにし
ましょうということです。ただ、時間も限
られるでしょうから、２週間に１回、知事
の定例会見がホームページにアップされる
ので、それを必ず読もうと。そうすると、
大分県が今、何をしているかというのが、
凝縮して分かります。これが今話題になっ
ているんだと。これを見て、興味がある内
容は深掘りして調べればいい。とにかく２
週間に１回、それを読むことだけはしましょ
うというのが１つです。
それともう１つは、絵を見たり、音楽を聞
いたりといった時間を持とうということで
す。１日ぐらいはつれあいが子供の面倒を見
てくれるでしょうから、そういった時間を持
つことは、きっとプラスになると。それは見
えないけれど、仕事以外にも、情緒面や心の
ゆとり等、きっとプラスになるから、その２
つだけして、あとはしっかり子供を産んでい
らっしゃいと。これが毎回、私が育休で休む
人に送り出す２つのメッセージです。

して、自分の視野を広げよう
15
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若手職員の頃

私は昭和 62年の採用で、当時、農業職の
女性は数名でした。
大学では農学部農学科で園芸専攻だったの

で、行政であれば試験研究や現場での農業改
良普及などの仕事ができる点や、島によって
は多様な農業が行われており、そういったこ
とに関わることができるという点に魅力を感
じ、公務員を目指しました。
採用当初は、中部農業改良普及所に配属さ

れ、農家へ直接技術指導するなど、現場に出
る仕事が多かったです。

育休という概念がなかった時代

農業職で、当時、職場には女性の先輩がい
なかったこともあり、平成３年、４年に出産
した当時は、育児休業をとるという考えは浮
かびませんでした。
出産後は産後休暇のみ取得し、元の職場へ

復帰しましたが、幸い夫が平日休みの仕事で
あったこと、実母、義母も近くにいたため、
サポートしてもらうことで、なんとかやりく
りができました。
今は、もっと様々な制度があると思います

が、やはり、いざという時の病児保育やベビー
シッターのようなものがあると心強いと思い
ますし、周囲のサポートというのも重要にな
ると思います。
復帰後の仕事は農業普及指導員として花の

栽培指導や花農家さんに対する巡回指導の業
務が中心でしたが、３名のチームで動くこと
が多かったので、フォロー体制が構築されて
おり、チームの方に助けられることが多かっ
たです。

頑張ること、そして、沖縄県農林水産部
園芸振興課長

前
ま え か ど
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美
み

＜プロフィール＞
昭和 62年	 沖縄県入庁
	 農林水産部中部農業
	 改良普及所配属
平成 10年	 農林水産部北部
	 農業改良普及センタ－
	 主任技師
平成 23年	 農林水産部営農支援課
	 班長
平成 27年	 農林水産部営農支援課
	 副参事
平成 28年	 農林水産部
	 中部農業改良
	 普及センター所長
平成 29年	 農林水産部
	 園芸振興課長

人との繋がりに支えられている

平成 27年に営農支援課の副参事になった
のが、初めての管理職ポストでした。専門職
であったこともあり、これまで経験した仕事
と同じ分野の管理職になれたので、先輩方の
対応も身近で見ることができましたし、管理
職になっても違和感なく仕事を進めていくこ
とができました。経験がある分、自分でやれ
ることをやろうと言う気持ちで、気負わずに
やれたと思います。
また、自分の経験から、班長が悩んでいる
ことへの解決策も分かるので、アドバイスも
しやすかったです。
所属以外での繋がりとしては、私の採用年
では、全職種共通の同期会があり、年に１回
程度飲み会や親睦会などを継続して行ってい
ます。その中で、仕事やプライベートも含め
て様々な情報交換ができ、とても参考になっ
ています。
また、女性管理職の集いもあり、いわゆる
女子会ですが、各部局をまたいで年に２回程
度、近況報告をする機会があります。部を越
えてそういった話が聞けるので、管理職に
なった今はとても助かっています。先輩達か
らよく言われたのは、「一つ上の役職で考え
なさい」とか、「５年後どうするかを見据え
なさい」といったことです。
こうして自分の経験を後輩へ繋いでいくと
いうことは、女性管理職を増やしていくため
にも有効だと思います。
やはり、女性も働きやすい職場にしていく
には、ハードの部分と、ソフトの部分（イン
フォーマルなものも含めて）、両方が必要だ
と感じています。

女性職員へのメッセージ

現在は課長として、課を束ねる立場となっ
ており、部下には女性職員も増えています。　　
例えば、職員が妊娠初期の頃、体調が悪く
休む必要がある場合にも、周囲に気兼ねして
いる様子がありました。ちょうど転勤してき
てすぐということもあり、本人は体調面と仕
事を覚えないといけないというプレッシャー
の板挟みになっていたようだったので、「体
が一番だよ」ということを伝えました。
ちょっとしたことでも相談できたり、仕事
の進捗を報告しやすい雰囲気と、何かあった
らすぐ周りの人がフォローできるような体制
があれば、子供がいても仕事を続けていきや
すいと思います。
また、女性は、仕事も育児も頑張り過ぎて
しまう部分があると思います。自分に高い水
準を求めることも大事ですが、時にはふっと
肩の力を抜いて、自然体で自分も楽しむ部分
があってもいいのかなと思います。

時には肩の力を抜くことの大切さ
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